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Anandagarbha著 『降三 世曼荼羅儀軌』の

　　　　　　　　前行儀軌に つ い て

伊　集　院　栞

1． 「降三 世曼荼羅儀軌』の 前行儀軌

　Anandagarbha著 『降三 世曼薬羅儀軌』 （＊Trail・加 嘘岬 砌 α 碣 α 1。pの瀬 ）1）は ， 『真実

摂経』 （SarvatathdigatatattVasampgraha）所説 の 降三世大マ ン ダ ラを主題 として，マ ン ダ

ラの 観想法 ・マ ン ダラ の作成 ・弟子 の灌頂儀礼を解説 した儀軌書で あ る． こ の 儀

軌書の マ ン ダラ観想法は， マ ン ダラ を作成する にあた っ て 阿闍梨が事前に行うべ

き 「前行」（pnrvaseva） と して 位 置付 け られ る た め， 以 下， 前行儀軌 と呼称する．

杉木 1995 に よれば ，
この 儀軌書の 前行儀軌 は 同 じ著者 に よ る金剛界大マ ン ダ ラ に

関す る儀軌書 『一切金剛出現』 （SarvavOjrodaya）に説か れ る前行儀軌 とほ ぼ 同 じ内

容を有 して い る とい う． しか し具 に 見 る な らば， 『
一

切金剛出現』との 差異 を見 て

取 る こ とが で きる ． 本稿 で は まず 『降三 世 曼荼羅儀軌』 の 前行儀軌の シ ノ プ シ ス

を提示 したの ち， こ の二 儀軌書の 相違点 につ い て 考察す る ．

2． 『降三 世曼荼羅儀軌』前行儀軌 の シ ノ プシ ス

　下掲 の 表は ， 左段 に当儀軌書の 項 目名 とロ ケ ー シ ョ ン を， 右段 に 『一 切金 剛出

現』の 対応箇所 とセ ク シ ョ ン 番号を示 した もの で ある． 当儀軌書の前行儀軌 は大

枠 と して 『
一
切金剛出現』の 形式を踏襲 して い るが ， 「2．阿闍梨の 特徴」や 「3−1．

沐浴」な ど 『
一

切金剛出現』 に は見 られ ない 規定 を含ん で い る．

『降三 世曼荼羅儀軌』 の前行儀軌 『一切 金剛 出現』の 前行儀軌

1．帰敬偈　［D67a4 ；P76a2 ］ 帰敬偈 （§1）

2，阿闍梨の特徴 ［D67a4 ；P76a3］

3．自身加持の 前行 自身加持の 前行

3−1，沐浴
2） ［D67b1 ；P76a6］ 沐浴，舌 と両手の 加持 （§§2−3）

3−2．舌 と両手の 加持，護輪 3） ［D67b6 ；P76b5 ］ 護輪 （§§4− 16）
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3． マ ハ ー ヨ ー ガ と一
つ の ヨ ー ガ

　『降三 世曼荼羅儀軌』に顕著な特徴 として ， 自身加持以下 の 次第を ，
マ ハ

ー ヨ ー

ガ （ma1
’by。r　chen 　p。）を行う場合 と

一
つ の ヨ ー ガ （mal

’byor　gcig）を行 う場合 とに分
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けて 設定す る点が挙げられ る 7）． 上 掲の 表で 両者の 次第を比較する と
， 四処加持

まで は共通 して い る こ とが分か る． その 後に 規定 され る 儀礼 に つ い て は， い ずれ

も 『一 切金 剛出現』の 厂神変 」 に説か れ る諸儀礼 に類似 してお り8＞
， 内容 は異 な

るが 前行儀軌全体 に果 たす役割は同 じで ある とい える ． 両者の 次第の 相違点 は，

一
つ の ヨ ー ガ を行 う場合 に大印成就法の 前の 自身灌頂が 規定 され な い こ と と 9），

大印成就法で 観想す る尊格の 数が異 なる こ とにある ．特 に二 点 目につ い て ，
マ ハ ー

ヨ
ー ガ を行 う場合 には ヴ ァ ジ ュ ラ フ

ー
ン カ ー

ラか ら金剛鈴まで の 三 十 二 の 尊格 を

観想するの に対 し 1°〉
，

一
つ の ヨ ー ガ を行う場合には ヴ ァ ジ ュ ラ フ

ー ン カ ー
ラの み

を単独 で 観想す る よ う規定 され て い る ． す なわ ち観想 され る 尊格の 数の 差異が ，

両者の 名称の 差異に関わ っ て い る と考え られ るt

1）原題 に つ い て ，蔵訳の 奥書 に は上記の ように伝 え られ て い る が，当儀軌書の 帰敬偈

を見 る ならば， 『降三世出現』 （7碆 惚 η g3π切 凹 0厂のμηg 畝
＊Traiiokyavi　

’
ayodaya）で

あ っ た可能性が ある ．

2） 『
一

切 金剛出現』 に説 かれ る内的 な沐浴 （＝
一

切法無我 の観想）に代わ り，「分別 を

行ず る沐浴」 （rnam 　par　rtog　pa　la　spyod 　pa
’i　khrus）と して ，砂や水 を用 い た外的な沐浴

の 作法が規定され る，同様の作法は 『金剛頂 タ ン トラ』 （Val
’
ras

’ikharαmahdguhyatantra ）

に説示 される （VS 　D 　157a3−b1， Pl78bl −7）．

3）「後述する次第で破魔 などをな して」 （TV ・D ・67b7−68al
，
P76b6 −7） とあ り，マ ン ダラ

作成の 箇所の 記述 （TVD85a3 −b4
，
　P　97a3−b7）を参照す るよ う説か れ る．

4） a．百字真言の 読誦 ， b． 自身灌頂，　 c．金剛の歌 ・八 供養に よる 供養，　 d．金剛の 言

葉 による金 剛薩堙 との 同一
化 ，e ．金剛杵 ・金 剛鈴 ・三 昧耶 の 意 味の 修習，　 f，金 剛薩

」垂の 讃嘆か ら成 る． プ トゥ ン （Bu　ston 　rin　chen 　grub，
1290− 1364） は， 『

一
切金剛出現』

の 注釈書 『如意宝 珠』侮 4 わz伽 創 切 or 砌 に お い て ，これ ら諸儀礼 を 「［加持 ・灌頂 ・

供養 ・サマ
ー

デ ィ とい う］四神変の うちの 上 位の もの の 解説」（YN 　101a4−5）とい う科

段にまとめ て い る，こ の 「神変」は四 印の 刻印と共に 「［集会を成就する まで に，薩捶

の読誦者 と如来 の読誦者の 儀軌 が あ るが，そ の ］二 つ を完成 させ る 儀軌」 （YN 　21b2）

と して ，観想 され た諸尊の 集会を完全な もの にす る役割 を持 つ と位置付け られる．

5） ヴ ァ ジュ ラ フ ー ン カ ー
ラ の マ ン トラ （STTS §656）に含まれ る om

，
　sumbha

，
　nisumbha

，

hUm
，
　phatとい う語の意味を解説す る，

6） 『真実摂経」 に説か れ る金剛薩j垂に よる諸天の 調伏 （STTS §§619− 843）を観想する．

7）「6−1． 自身灌頂」の 冒頭 に，「もしマ ハ ー ヨ ーガ を行 い た い な らば ，以前 と同様 に三

昧耶薩壗 と して加 持 し，大 印 を結ぶ まで の儀軌 ← 4．自身加持）を随行 して 」 （TVD

74b7
，
　P　84b2−3） とあ り，そ れ まで の 諸儀軌が マ ハ ー ヨ ー

ガ を行わない 場合の 規定で あ

る こ とが分かる ， また 「9−1．Adiyoga」に は，「悉地金剛の 禁戒の 終わ りまで の儀軌 を

随行 し，マ ハ ー ヨ ーガか，あ るい は一つ の ヨ ーガ を伴 っ た大 印を結んで 」（TVD76b6 −

7
，
P86b6 − 8）と， マ ハ ー ヨ ーガ を行 わ な い 場合を 「

一
つ の ヨ ーガ」 と呼んで い る，

8） 四処加持以下 の 次第 は 以下 の 通 り．なお，丸括弧内に は注 4 で 述 べ た 厂神変」 と の
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　対応関係 を示 した，5−4 ： 四処加持，百字真言 （＝ a），金剛頂鬘 ・光聚の 観想， 5−5 ：

　 自身灌頂 （； b）t 四秘密供養 （＝ c），金剛杵 ・金剛鈴 ・三 昧耶の 意味の 修習 （＝ e ＞．

　6−3 ： 四処加 持， 白
』
字真言 （＝ a），金剛頂鬘 ・光聚の観想， 自身灌頂 （＝ b），6．4 ：尊

　格の 配置 t6
−5 ： 三 マ ン トラ の 修習 ， ヴ ァ ジ ュ ラ フ

ー ン カ ー
ラ の 観想 と金剛の 言葉 ・忿

　怒の 言葉の 読誦 （＝ d）．

9） 『降三 世 曼荼羅儀軌』に基づ くプ トゥ ンの儀軌書 「降
一

切魔』（bDud 　thams 　cad 　las　rnam

　par　igyal 　ba） は，
一一

つ の ヨ ーガ を行 う場合 に つ い て も， 大印成就法の 前 に 自身灌頂 を

　行うよ う規定する （DN 　15a7−bl）．

10）た だ し 「6−2．三 卜二 尊の 大印成就」で は ヴ ァ ジ ュ ラ フ
ー ン カ ー

ラ と金 剛鈴の 大 印成

　就法の みが 説かれ，三 十二 の 尊格の 名称 は 「6−4．尊格の 配置」で 言及 され る，なお，

　 『降
一

切魔』 に は三十二 の 尊格 全て の 大 印成就法が規定 され る （DN 　l2al− 13a5）．
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